
くらうどーる連載 6th　大塚商会のサブスクリプションビジネスサポート　くらうどーるで、課金ビジネスを始めよう！

“使った分だけ支払う”
課金形態にスムーズに対応

　大塚商会BP事業部が提供する、クラ
ウドサービス管理プラットフォーム「く
らうどーる」の運用がいよいよ本格的
にスタートした。ITビジネスでは、サブ
スクリプションモデルへの移行は急務
の課題だ。だがその一方で、サービス
の仕組みの複雑さや課金管理の手間
など、クラウド商材に対する不安の声

も多い。クラウド商材のライセンスや
課金状況の一元的な管理を実現する

「くらうどーる」は、ビジネスのサブス
クリプション化の基盤として大きな注
目を集めている。
　 昨 年 、ローンチしたこのプラット
フォームの第一の特長は、煩雑になり
がちなクラウド商材の管理がスムーズ
に行える点にある。さらに与信額や利
用予定額に応じてアラートを出すなど、
クラウド商材の特色に対応した機能を

備えることも大きなポイントだ。
　こうした特長で最も効果を発揮するの
が、クラウドのサーバーを必要に応じて
使うIaaS/PaaSであることは間違いな
い。IaaS/PaaSは、サービスの種類や提
供事業者によって課金の仕組みが異な
り、分かりづらいという声もよく耳にす
る。そこで今回は、マイクロソフト社の
IaaS/PaaSサービスであるMicrosoft 
Azureに基づきその特長と課金の仕組
みを改めて整理していきたい。

クラウドサービス管理プラットフォーム「くらうどーる」の課金管理機能は、パブリッククラウドのサーバーを利用し、使った
分だけ料金を支払うIaaS/PaaSにおいてより大きな意味を持つ。今回は、その代表的商材であるMicrosoft Azureの特
長と課金の仕組みを改めて整理してみたい。

大塚商会のサブスクリプションビジネスサポート

くらうどーるで、課金ビジネスを始めよう！

連載 6th

■Microsoft Azureの多様な用途

Microsoft Azure

いつも使っているサーバーとして
Virtual Machine (IaaS)
スモールスタートで始めて、利用状況に
応じて自由にスペックを拡張可能
xxコア、メモリxxGB、ディスクxxTB・・・
●ファイルサーバー
●Active Directory サーバー
●業務アプリケーションサーバーなど

Azure Storage/StorSimple
・普段使うデータはローカルに、使わないデータはクラウドに
・通常のファイルサーバーと同じ感覚で利用可能

大容量ストレージとして

Azure Active Directory
・クラウドサービスのID/パスワードを
   一元管理してシングルサインオン
・多要素認証でセキュリティ強化

増え続けるIDを一元管理

Office 365やSalesforceなど、様々なクラウド
サービスをひとつのIDで利用可能

Azure App Service/Azure Website
・アクセス状況に合わせてスペックを変更可能
・安心の3重化、セキュリティパッチの管理も不要

手軽にWebサーバを運営

動画配信やモバイル対応環境も構築可能

Azure IoT Platform
・マシンラーニングで傾向分析
・手軽にIoT活用

データ活用・分析として

SQL Database
・利用状況に合わせて拡張可能
・メンテナンスや管理は不要

月額でデータベース利用

Azure Backup/Azure Site Recovery
オンプレサーバーのバックアップ先や
複製先として利用することで業務を
止めない仕組み作り
毎日のバックアップテープの交換も不要！
災害時も業務継続！

バックアップ、BCP/災害対策として
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ファイルサーバーからBCPまで
即座にサーバーが利用できる

　 エ ンド ユ ー ザ ー 様 に と っ て 、
Microsoft Azureをはじめとするパブ
リッククラウドの第一のメリットは、サー
バー調達が不要となり、必要に応じた
サーバー機能を即座に利用できる点に
ある。Microsoft Azureでは、5分程度
でクラウドに新サーバーを構築し利用を
開始することも可能だ。
　その用途はオンプレミスサーバー
同様、ファイルサーバーやA c t i v e 
Directoryサーバー、業務アプリケー
ションサーバー、Webサーバーなどと
しての利用のほか、オンプレミスサー
バーの複製・同期（レプリケーション）や
データバックアップによるBCP/災害対
策に活用できる。エンドユーザー様の
中には、大切なデータを海外データセ
ンターに置くことを危惧する向きもあ
るが、Microsoft Azureの場合、東日

本、西日本にデータセンターを持ち、
国内拠点だけで冗長構成が可能にな
る点も注目ポイントになるだろう。
　次に課金の仕組みを見ていこう。
Microsoft Azureの場合、利用料金の
計算は以下の4項目に基づいて行われ
る。一つ目は「サーバー稼働時間」で、ど
のようなスペックのサーバーを何台構成
で何時間稼働させたかによって料金は
変動する。マシンは、スペックが異なる
複数の種類から選ぶことになる。
　二つ目が「ストレージのデータ容量」。
利用料金は収納データ容量に基づき従
量課金されるが、冗長構成の種類によっ
てもGB当たりの単価は違ってくる。三つ
目が「VPNゲートウェイ/ExpressRoute
の使用量」。Microsoft Azureの場合、
仮想ネットワーク作成は無料で、オンプ
レミス環境と接続する場合にVPNゲー
トウェイの利用料金が時間課金される。
最後が「下りのデータ転送量」。データ
転送料金の考え方はサービス提供事業

者によってさまさざまだが、Microsoft 
Azureの場合、入力時は無料で出力時
に従量課金される。
　では、一般的な用途でMicrosof t 
Azureを利用する場合、毎月のコストは
どの程度発生するのだろうか。それを簡
単にシミュレーションしたのが下表にな
る。既存オンプレミスサーバーの持ち出
しを検討する場合の目安として参考にし
ていただきたい。より精度の高い見積を
出したい場合は、マイクロソフト社が提
供するMicrosoft Azure 料金計算ツー
ル（https://azure.microsoft.com/
ja-jp/pricing/calculator/）が便利だ。
　また「くらうどーる」では、今年5月に新
たに資料ダウンロードサイトを開設し、
今回紹介したMicrosoft Azureをはじ
めとするクラウド商材の提案資料や各種
マニュアルの提供を開始している。クラ
ウドへとシフトするパートナー様への情
報提供のプラットフォームとしても今後
大きな意味を持つに違いない。

コンピューティング
サービス

データ
サービス

ネットワーク
サービス

サーバーの稼働時間

ストレージのデータ容量

VPN ゲートウェイ
/ExpressRoute の使用料

下りのデータ
転送量

・どのスペックのサーバーを、何台の構成で、1カ月に何分間稼働させるかによって料金が決まる
・Azure の仮想マシン、クラウドサービス、Webサイト、モバイルサービスなどで適用される

・仮想ネットワーク VPN ゲートウェイの使用時間（時間単位）に対して料金が決まる
・ExpressRoute は月額料金

・データセンター外部からのリクエストに対する、下りのデータ転送量によって料金が決まる
※Microsoft Azure へのデータの受信は無料

・データが月平均で何GB 格納されていたか、によって料金が決まる
・Azure の SQL データベースや Azure ストレージなどで適用される
・BLOB やテーブルの GRS などのオン/オフで、料金が異なる

■課金の基本となる4項目

■Microsoft Azure利用料金のシミュレーション

小規模サーバ相当（1コア/ メモリ1.75GB / システム：127G + データ：500GB）

¥8,666 (1コア/1.75GB) ¥3,360 (127GB+500GB) ¥1,277 (通信量100GB) ¥16,246

仮想マシン (コア数・メモリ) ストレージ容量 データ通信量 月額費用

高スペックサーバ相当（8コア/ メモリ14GB /システム：127GB + データ：5TB）

¥69,332 (8コア/ 14GB) ¥34,406（127GB+5TB) ¥6,653 (通信量500GB) ¥113,334

¥17,333 (2コア/ 3.5GB) ¥13,763 (127GB+2TB) ¥3,965 (通信量300GB)

¥2,943 (VPN)

その他(VPN)

¥2,943 (VPN)

¥2,943 (VPN) ¥38,004
通常ファイルサーバ相当（2コア/ メモリ3.5GB /システム：127G + データ：2TB）
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導入事例

くらうどーる資料ダウンロードサイトへのアクセス方法
本格始動した「くらうどーる」に今年5月、新たに資料ダウンロードサイトが開設された。マニュアルや規約、価格表、各種申請
書などがダウンロードできる同サイトで特に注目したいのが即座にセールスに活用できる提案資料のコーナー。A4チラシや
提案用に分かりやすくまとめられた詳細資料、導入事例などの充実した資料は注目に値する。クラウド商材セールスのヒント
としてぜひ活用したいところだ。ストア開設済みのパートナー様にはご案内が届いているはずだが、誌上でも資料ダウンロー
ドサイトへのアクセス方法を紹介したい。

① ログイン後
 　画面右上の？を開く

② 各種資料はどこに
 　掲載されていますか？
 　を展開し、URLをクリック
 　するとサイトにアクセスできる

■ダウンロード資料の例

提案用チラシ
詳細資料
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動 画 コ ン テ ン ツ

●トレンド市況編 ①
クラウド利用の重要性
2019年には1兆2,000億円まで拡大する、といわれるクラウド市場の動向とこれ
からのITビジネスにおける重要性や利用メリットについてご紹介します。

●Microsoft Azure 商材編 ①
Microsoft Azure

●Microsoft Azure 商材編 ②
Microsoft Azureの料金計算見積もり

●Microsoft Azure 商材編 ③
Microsoft Azureの仮想マシン作成

マイクロソフト社が提供するパブリッククラウド
「Microsoft Azure」の概要に加え、4つの活用パター
ン、さらにターゲットについてご紹介します。

Microsoft Azureの料金計算見積もりを行うにあたっ
て必要となる、最新価格の調べ方や見積もりで用いる
サイトの使い方などを解説します。

Microsoft Azureでは、OSなども自由に選べる仮想マ
シンをクラウド上に構築することができます。ここでは実
際に仮想マシンを作成するための手順をご紹介します。

●トレンド市況編 ③
クラウドコンピューティングとは
そもそも「クラウド」とは何なのか。その定義や歴史的な流れ、特徴やサービスモデルを
ご紹介。そのうえで、マイクロソフト社の提供するサービスや用語について解説します。

●Office 365 商材編 ②
Office 買うなら365
これまでのOfficeと、最新のOffice 365との違いや優位性についてご紹介します。
大幅な進化を遂げたOffice 365、買うならコレ！

●Office 365 商材編 ④
Exchange Online
マイクロソフト社のサーバー上で運用ができるメールサーバー「Exchange 
Online」の概要と訴求ポイント、また利用メリットについて解説します。

●Office 365 商材編 ⑥
Skype for Business Online
チャットやテレビ会議ができる「Skype」の法人版「Skype for Business Online」で
実現可能なサービスや訴求ポイント、メリットについて解説します。

●くらうどーる編 ①
CSPのご紹介
マイクロソフト社の新しいビジネスプログラム「CSP」は、Office 365、Azureなど
のクラウドサービスを再販できるパートナー様向けビジネスプログラムです。

●くらうどーる編 ③
くらうどーるコマースプラットフォームストア概要
パートナー様のクラウドサービス販売を支援する統合ECプラットホーム「くらう
どーるコマースプラットホーム」の概要と、具体的な機能を解説します。

●トレンド市況編 ②
働き方改革とセキュリティ
Office 365を使うことで実現できる「働き方改革」を進める際に重要となるセキュ
リティの確保と生産性向上について解説します。

●Office 365 商材編 ①
Office 365とは
マイクロソフト社が提供する最新のOfficeと、最新のグループウェアをセットで提
供するクラウド型グループウェアサービス「Office 365」をご紹介します。

●Office 365 商材編 ③
OneDrive for Business
個人用のクラウドストレージ「One Drive」のサービス内容と、1TBという大容量
を活かした活用シナリオについてご紹介します。

●Office 365 商材編 ⑤
SharePoint Online
マイクロソフト社のサーバー上で運用可能なストレージ領域である「SharePoint 
Online」の内容、提案にあたってのポイント、ターゲットについてご紹介します。 

●Office 365 商材編 ⑦
Microsoft Teams
Office 365の新機能として追加された、チャットベースの作業ワークスペース

「Microsoft Teams」について、その内容やメリット、利用シーンをご紹介します。

●くらうどーる編 ②
くらうどーるのご紹介
大塚商会では、クラウドや月額課金のサービス展開をご検討のパートナー様を支
援する「くらうどーる」というサービスをご用意しております。

●くらうどーる編 ④
Office 365のプラン選定について
Office 365の導入にあたってポイントとなるのが、複数のサービスを組み合わせ
るプラン選びです。プランごとの内容の違いや値段についてご紹介します。

c l o u d - a l l 　 V i d e o  c o n t e n t
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